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　2020年のローレンツ曲線は、2000 年の形状とほぼ同じである。またジニ係数も、2000 年の0.292から、2022 年の0.291とほぼ同水準である。よって家計間の所得の不平等の度合いは変化していないといえる。
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　試験を2 回実施したときの結果の違いは、研修プログラムの受講の効以外の要因も影響を与える。そのため研修プログラムの効果を検証するには、その部分も考慮して分析をする必要があり、研修プログラムを受けていない対照群と比較する必要がある。
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タイプライタ
研修プログラムを受講していない群の1 回目と2 回目の試験の平均を比較することで、研修プログラム以外の要因が、2つの試験結果に違いに与えた可能性について検証できる。

hisas
タイプライタ
研修プログラム以外の要因による第1 回目と第2 回目のスコアーの違いの平均と、研修プログラム受講した群の平均のスコアーの違いと比較し、仮説検定でその有意性が認められれば、研修プログラムに効果があったといえるからである。
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